
大阪湾再生行動計画の実施状況について大阪湾再生行動計画の実施状況について

説明用資料１

平成22年3月25日 大阪湾再生推進会議

ボランティアによる森林整備 市民参画の環境再生市民参画の環境再生 （生き物一斉調査）（生き物一斉調査）

ゴミ回収（海底ゴミ清掃） 親水活動（なぎさ海道ウォーク）親水活動（なぎさ海道ウォーク）市民参画の環境学習 （JCGクルーズ）

市民参画の生物観察市民参画の生物観察 （見出川）（見出川）

0% 5% 10% 15%

大阪湾

伊勢湾

東京湾

全海岸線のうち

自然海岸の占める割合

19km

111km

65km

0.0% 0.5% 1.0% 1.5%

大阪湾

伊勢湾

東京湾

全水面のうち

干潟の占める割合

0.2km
2

30.7km
2

16.4km
2

0% 10% 20% 30%

大阪湾

伊勢湾

東京湾

全水面のうち

浅場の占める割合

117km
2

612km
2

308km
2

大阪湾は、閉鎖性が高く、汚濁物質が堆積しやすい。

特 長

●湾の容積は東京湾に次いで大きく※（41.8 km3）、湾口幅は東京湾に次いで狭い。(明石海峡
4km，友ヶ島水道7km） ※狭義の東京湾よりは大きい
●流入負荷量は、単位人口当たり東京湾と同等であるが、海水交換に長時間必要なため、湾
内に滞留・沈降・堆積しやすい。
●伊勢湾、東京湾と比較して圧倒的に干潟等が少ないため、干潟生息生物による自然浄化機
能が小さい。（垂直護岸などの人工海岸の割合が多い。）

干潟浅場（10m以浅）

容積41.8km3
容積39.4km3 容積62.1km3

7km

4km

12km 7km

大阪湾（三大湾の比較）
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自然海岸
延長



森・川・海のネットワークを通じて、美しく親しみやすい豊かな「魚庭（なにわ）の海」を回復し、
京阪神都市圏として市民が誇りうる「大阪湾」を創出する目標

（課題） （対策） （結果）

・水質総量規制
・下水道事業
・浄化槽整備事業
・河川浄化事業

・浚渫・覆砂・窪地埋め戻し
・干潟、藻場、浅場の整備
・親水性の向上
・浮遊ゴミの削減

・環境監視 ・市民参加のモニタリング
・環境改善施策の効果把握等 (生き物一斉調査等）
のためのモニタリング
・汚濁機構解明のモニタリング
・情報の共有化及び発信

海の水質改善

多様な生物が
生息する生態
系の回復

美しく親しみや
すい水環境

市民の誇りと
なる

魅力ある
大阪湾

毎年、「ＰＤＣＡ」を実施しながら計画を推進

●流入負荷
削減

●海域での
浄化対策

●自然環境
の保全

・河川等ゴミの削減
・森林整備事業
（森林ボランティア）

・漂着・海底ごみの削減

行政の取組 市民・NPO・企業の参加

これまでの経緯
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森林の整備

浄化浚渫

流入ごみの削減

合併浄化槽の整備

農業集落排水施設の整備

下水道の整備

高度処理の推進

干潟・砂浜・礫浜の整備・保全

藻場・浅場
の整備

護岸の改良
（生物による浄化能力の強化など）

海に親しめる空間の
整備・イベントの開催

浮遊・海底・漂着ごみの削減

モニタリング
調査の充実

総量規制基準
の遵守の徹底

面源負荷対策
浚渫・覆砂
窪地埋め戻し

海辺の緑地
の整備

合流式下水道の改善

河川浄化施設の整備

 

 

河口干潟の整備・保全

モニタリングデータ
の発信・共有

市民参加によるモニ
タリング（一斉調査）

 

リアルタイム
モニタリング

 

 

大阪湾再生行動計画における取り組み
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下水道事業
（下水道整備、
合流式下水道の改善、
高度処理の推進） ●合流式下水道緊急改善計画策定

森林の整備

水質総量規制

多様な生物の
生息・生育

水質改善対策

●第6次総量削減基本方針を策定 ●閉鎖性海域
中長期ビジョン策定

●武庫川下流流域下水道で
合流式下水道改善完了

●アドプトフォレスト制度の導入（大阪府）

河川浄化
●土庫川（大和川水系）
河川浄化施設完成

●人工海水池完成（神戸空港）

●窪地埋め戻しの
試験施工（堺２区）

●生物共生護岸
（堺２区）の完成

モニタリング調査
の充実

●海洋短波レーダの設置 ●連続観測点の設置

市民参加による
モニタリング

大阪湾再生水質一斉調査（大阪湾で全国に先駆けて開始）

情報の共有・発信 大阪湾環境ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ公開 ●ｸﾘｱﾘﾝｸﾞﾊｳｽ機能追加

南あわじ市
広田浄化センター供用開始

甲賀市（信楽）
単独公共下水道供用開始

下水再生水送水
開始（堺２区）

大阪湾生き物一斉調査

●石津川
瀬と淵浄化施設完成

コンブ養殖パネルの設置（実証実験）

大阪湾再生の進捗状況
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平成平成2211年度の主な取り組み事例年度の主な取り組み事例

【行政機関による取り組み】

１．水質の改善
２．多様な生物の生息・生育場の再生
３．親水性の向上
４．ごみ（河川・浮遊・漂着・海底）の削減
５．大阪湾再生のためのモニタリング
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■水質総量規制制度に基づく負荷量削減
●大阪湾の目指すべき水環境の目標とその達成に向けた
ロードマップを明らかとする閉鎖性海域中長期ビジョン閉鎖性海域中長期ビジョンを
策定[環境省]

１．水質の改善
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→資料１ p.20

他の閉鎖性水域
の保全対策の充
実・推進

指定水域（東京
湾・伊勢湾･瀬戸
内海)における総
合的対策の推進
（平成22年度～)

成果課題 閉鎖性海域中長期ビジョンの策定
（平成19～21年度)

今後の課題
①目標とすべき水質の検討
②効果的な対策の検討

閉鎖性海域の改善の停滞

第６次総量規制の在り方
（平成17年5月中環審答申）より

問題意識

「今後の閉鎖性海域対策
に関する懇談会」を設置

閉鎖性海域対策の
総合的な推進について
論点整理（平成19年3月）

閉鎖性海域が今後

目指すべき水環境

の目標の検討

目標設定WG

目標を達成するた

めの中長期シナリ

オ及びロードマップ

の検討・作成

閉鎖性海域中長期ビジョンの策定

閉鎖性海域中長期ビジョン
の策定に係る懇談会

対策効果検討WG
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※普及率は着実に増加

９０．５％(H20)

４３．３％(H20)

下水道普及率下水道普及率

高度処理高度処理普及率普及率

下水道整備状況の変遷下水道整備状況の変遷

汚水処理人口普及率の変遷汚水処理人口普及率の変遷

■下水道事業による排出負荷量の削減

☆下水処理場下水処理場の整備の整備（計画４箇所）
整備中：2箇所(なわて水みらいセンター[大阪府]、竜華水みらいセンター［大阪府］）

☆下水処理の高度処理化下水処理の高度処理化（計画２４箇所）
一部供用開始一部供用開始：4箇所（川俣水みらいセンター・高槻水みらいセンター［大阪府］、第二浄化セ
ンター［奈良県］、三宝下水処理場［堺市］）
多くの処理場で整備事業を継続整備事業を継続（京都市の２処理場の一部系列で新規着手）
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琵琶湖

大阪湾

淀川

大和川

三宝下水
処理場

三宝下水
処理場

第二浄化
センター

第二浄化
センター

竜華
水みらいｾﾝﾀｰ

竜華
水みらいｾﾝﾀｰ

高槻
水みらいｾﾝﾀｰ

高槻
水みらいｾﾝﾀｰ なわて

水みらいｾﾝﾀｰ

なわて
水みらいｾﾝﾀｰ

川俣
水みらいｾﾝﾀｰ

川俣
水みらいｾﾝﾀｰ

【実施箇所】【実施箇所】

→資料１ p.21



Ｖ

21世紀型コンビナート
（大規模企業群）

繊維ろ過水送水ルート

オゾン処理水送水ルート

【供給水質と供給ルート】

オゾン処理施設

サッカー・ナショナル
トレーニングセンター

送水ポンプ場

消火栓

中小企業クラスター

基幹的広域防災
拠点（公園）

三宝下水
処理場

■下水処理水の有効活用

●三宝下水処理場の処理水を有効活用した堺浜地区へ
の再生水送水事業再生水送水事業を開始[堺市]
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琵琶湖

大阪湾

淀川

大和川

三宝下水
処理場

三宝下水
処理場

【実施箇所】【実施箇所】

→資料１ p.22

■河川浄化

●＜河川浄化施設＞
曽我川[近畿地方整備局]、落堀川[大阪府] 、
恩智川・平野川[大阪府]
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琵琶湖

大阪湾

淀川

大和川

【実施箇所】【実施箇所】

曽我川

恩智川・
平野川

赤野井湾

落掘川

河川浄化施設河川浄化施設

赤野井湾流入河川対策[滋賀県]
内湖に滞留している間に汚濁負荷が沈降 流入

内湖

琵琶湖

COD,T-N,T-P
流入琵琶湖へ

内湖活用イメージ図

懸 濁 物 質

流入河川対策のイメージ（赤野井湾・内湖拡幅）

●＜浄化浚渫等＞
西の湖[滋賀県] ・寝屋川・平野川[大阪府]の
浄化浚渫
木浜内湖・平湖・柳平湖[滋賀県]での盛土工

【実施箇所】【実施箇所】

寝屋川・
平野川

西の湖

木浜内湖・平湖・柳平湖

近木川
河口

恩智川

浄化浚渫等
導水事業
河口干潟整備

浄化浚渫等
導水事業
河口干潟整備

盛土

未浚渫の上面に覆土を施し、底泥からの溶出を抑制する。

←既設護岸

　前面の土砂を浚渫すると

倒壊の恐れがある護岸。

未浚渫土

→資料１ p.23

浄化浚渫



■流域の森林整備
●企業、市民と連携した森林ボランティア活動の支援森林ボランティア活動の支援
・箕面国有林「箕面体験学習の森」[近畿中国森林管理局]
・森林ボランティア育成１万人作戦[兵庫県]
・京都モデルフォレスト、ボランティア団体による森林整備等の支援[京都府]
・府民、企業等との協働による森づくり事業[大阪府]
・NPO・ボランティア団体等の協力による里山林の整備 [奈良県]

●公共工事での間伐材等の木材利用の推進木材利用の推進 [滋賀県、奈良
県]
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大阪湾

淀川

大和川

箕面
国有林

兵庫県
(森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成)

京都府
(京都ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄ)

奈良県
(NPO等との
連携による
里山林整備)

琵琶湖【実施箇所】【実施箇所】

大阪府
(府民、企業等と
の協働による森
づくり事業) 0
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＝ 参考 ＝
大阪湾流域内の森林面積

約475,000ha
【森林整備状況の推移】【森林整備状況の推移】

→資料１ p.25

■海域における水質の改善
●浚渫土砂の有効活用浚渫土砂の有効活用による大阪湾内の窪地修復に向け窪地修復に向け
た検討た検討の実施［近畿地方整備局］

●大和川河口の浚渫土砂を活用浚渫土砂を活用した窪地埋め戻しの試験窪地埋め戻しの試験
施工施工を開始［近畿地方整備局］

-11-窪地修復のイメージ

土砂投入場所
（人工干潟） 土砂投入場所

（北泊地）

浚渫場所

浚渫土砂の有効活用（窪地修復等）

貧酸素状態

貧酸素水塊湧昇

窪地を埋め戻すことにより貧酸素水塊が解消

浚渫土砂等

覆砂

浚渫土砂等で埋戻し、
覆砂を実施する。

→資料１ p.28
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■藻場・干潟等の浅海域の創出＜藻場＞

●泉南市樽井・岡田地先：4.0ha[大阪府]、神戸市垂水地先：
3.6ha［神戸市］の２箇所（計7.6ha）で藻場の整備

２．多様な生物の生息・生育場の再生
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【藻場の整備状況】【藻場の整備状況】

着実に増加着実に増加

神戸市垂水地先

【実施箇所】【実施箇所】

泉南市樽井・岡田地先

藻場藻場

→資料１ p.29

整備完了（累計
値）

整備完了（累計値）

■藻場・干潟等の浅海域の創出＜生物共生型護岸＞

●生物共生護岸の整備（堺泉北港堺２区北泊地に
約127m）及び順応的管理 [近畿地方整備局]

-13-

魚礁ブロック型（上部石カゴ）

モニタリングの状況（アオノリ属（緑藻類）が着生）

→資料１ p.29

生物共生護岸

L=1
27
m

【実施箇所】【実施箇所】

堺2区北泊地

生物共生護岸生物共生護岸



■親水活動の実施

●「なぎさ海道」ウォーク[（財）大阪湾ベイエリア開発推進機構]、
「阪神なぎさ回廊ウォーク」 [兵庫県]＜継続＞

「なぎさ海道」ウォーク（兵庫津の道、平成21年11月）
-14-

３．親水性の向上

・「なぎさ海道」ウォーク
参加者14,101人、23回実施（大阪湾沿岸、平成22年1月時点）

・「阪神なぎさ回廊ウォーク」
参加者2,890人、6回実施（大阪湾沿岸、平成22年1月時点）

→資料１ p.30

■河川清掃活動
●「淀川わんどクリーン大作戦」「大和川クリーンデー」等と
連携した河川清掃[近畿地方整備局河川部、滋賀県、京都府、
大阪府、奈良県、兵庫県、大阪市、神戸市など]＜継続＞

４．ごみの削減
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大阪湾

【実施箇所】【実施箇所】

淀川

琵琶湖

大和川

淀川わんどクリーン大作戦

大和川クリーンデー

【市民参画によるごみ回収 参加者数の変遷】【市民参画によるごみ回収 参加者数の変遷】

※H16の参加者数 不明
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→資料１ p.26
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■海域の清掃活動（漂着、浮遊、海底ごみ）
●「大阪湾クリーン作戦」 [第五管区海上保安本部] 、
「リフレッシュ瀬戸内」 [海の路ネットワーク推進協議会]の実施＜継続＞
●海洋環境整備船によるごみ回収[近畿地方整備局港湾空港部]＜継続＞
●底びき漁船による海底ごみ除去［大阪府］＜継続＞
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南港野鳥園

リフレッシュ瀬戸内リフレッシュ瀬戸内リフレッシュ瀬戸内

大阪湾クリーン作戦大阪湾クリーン作戦大阪湾クリーン作戦 海洋環境整備船によるごみ回収海洋環境整備船によるごみ回収海洋環境整備船によるごみ回収

陸上の部

回収された浮遊ごみ

海洋環境整備船(Dr.海洋)

※H16の浮遊ごみ回収量が多かったのは、
台風の影響によるものと考えられる。

【ごみ回収量の変遷】【ごみ回収量の変遷】

→資料１ p.31

■ごみ回収の効率化に向けた汚濁機構の解明

●海洋レーダを利用した浮遊ごみ・流出油等による汚濁浮遊ごみ・流出油等による汚濁
機構解明機構解明[神戸港湾空港技術調査事務所]＜継続＞
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→資料１ p.32

（概要）
○浮遊物の挙動解析システム開発
○貧酸素水塊の挙動解析に向けた現地観測、水質モデル（既存）の改良

中央局（神戸技調）

堺局

垂水局

大阪湾海洋レーダ観測範囲



■効率的・効果的なモニタリングの実施

●国、沿岸府県と臨海部の事業者・企業等との連携による「大阪湾
再生水質一斉調査」 [大阪湾再生推進会議]＜継続＞

５．大阪湾再生のためのモニタリング

【調査点図】【調査点図】

平成21年度調査点：
476点

＜目的＞
・大阪湾全域の水質水平分布の把握
・効率的、効果的なモニタリングへ向けた関係
機関連携によるモニタリング体制の検討

＜実施日＞平成21年8月5日（及びその前後）

＜調査地点＞海域：214点
陸域：262地点

＜参加状況＞国、自治体の他
企業14社、3大学
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→資料１ p.33

■水質モニタリングの一層の充実

●水質常時観測点水質常時観測点（（1313点）点）を設置[近畿地方整備局港湾空港部]
【新規】

（概要）
大阪湾の主要な観測地点
や深掘跡に定点観測機器を
設置し、連続的な流況、水質
データを取得することにより、
赤潮、青潮の発生メカニズム
等を把握する。

-19-

0 5 10 15 20km

大阪湾

水質観測地点

既設灯浮標定設置2箇所
既設観測塔設置4箇所
既設ｽﾊﾟｰﾌﾞｲ設置2箇所
既設護岸などに設置2箇所
新規ﾌﾞｲなどに設置3箇所

定点観測１３地点

既設海洋短波レーダー局

→資料１ p.34

定点観測機器



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪南港野鳥園 

(西池、北池) 

矢倉海岸、海老江海岸

大津川河口 

阪南二区埋立地 

樫井川河口 
せんなん里海公園 

（磯海岸、ﾀｲﾄﾞﾌﾟｰﾙ、砂浜） 

東川（落合川）河口 

アジュール舞子 

甲子園浜海浜公園 
(磯、砂浜、東川干
潟、枝川・新砂浜)

高師浜 

二色浜、近木川河口

（両岸、左岸）

香櫨園浜 

男里川河口 

植物 187

貝類（巻き
貝） 59海藻類 49

鳥類 45

魚類 32

カニ類 30

貝類（二枚
貝） 29

フジツボ類
11

その他 90
海草類 1

533種

●多くの市民の協力のもと、大阪湾沿岸に生息す
る生き物の調査により水環境を把握する「大
阪湾（生き物）一斉調査」を実施[神戸港湾空
港技術調査事務所]＜継続＞

調査地点調査地点
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確認された生き物の種類数（大阪湾全体）確認された生き物の種類数（大阪湾全体）確認された生き物の種類数（大阪湾全体）

・調査場所：15箇所（22地点）
・調査日 ：平成21年5月9日
・参加者数：666名（14団体）

→資料１ p.35

■市民参画によるモニタリング

・成果：市民による調査で「533種」もの生き物を確認
ハクセンシオマネキなど貴重な生物も多く確認

・今後は：調査を継続し、各地点での生物の生息状況の
推移から伺える生息環境の変化に着目

・成果：市民による調査で「・成果：市民による調査で「533533種」もの生き物を確認種」もの生き物を確認
ハクセンシオマネキなど貴重な生物も多く確認ハクセンシオマネキなど貴重な生物も多く確認

・今後は：調査を継続し、各地点での生物の生息状況の・今後は：調査を継続し、各地点での生物の生息状況の
推移から伺える生息環境の変化に着目推移から伺える生息環境の変化に着目

H21年度の重点的な取り組みの対応
①陸域負荷削減効果の評価とアピール
下水道普及や河川・海域の水質の変遷等から、下水道普及による河川・海域の水質改善効果を検討
【新規】

②大阪湾再生についての積極的なＰＲ
大阪湾再生の取り組みを広くＰＲするため、ホームページの情報を拡充【新規】

③アウトカム指標による評価
多様な主体が共有できる分かりやすい指標「アウトカム指標」による効果評価の試行【新規】

④アウトカム指標を用いたアピールポイント改善後のイメージの見直し
アピールポイントにおいて実施されている施策による「改善後のイメージ」を、住民にわかりやすく、かつ
大阪湾再生をＰＲできるイメージへ見直し【新規】

⑤目標達成に必要な施策の方向性の抽出
瀬戸内海の水質シミュレーション結果（環境省）を基に、大阪湾の水質の見通しについて整理【新規】

⑥行動計画期間を見据えた取り組みの重点化等の検討
行動計画記載事項に係る主な施策の実施状況を基に、今後重点的に取り組むべき施策を検討【新規】

⑦表彰制度の導入
大阪湾再生に関する活動を表彰する「魚庭の海」賞の募集・選考【新規】
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→資料１ p.37



①陸域負荷削減効果の評価とアピール

-22-

→資料１ p.37

 

典 事務 流 概

大阪府域 

奈良県域 
流域全体 

【下水道普及率】 

約 110 万人
(S40) 

約 200 万人
(S60) 

約 160 万人 
(S50) 流域内人口 約 220 万人 

(H12)

大和川流域の 
トピックス 

  

出典）大和川河川事務所 

記者発表資料（平成 22年

１月６日） 

出典）大和川河川事務所ＨＰ

（大和川流域の概要） 

大和川で始めて
アユ産卵場所を確認（H19）

水質（BOD）が全国一級河
川で初のワースト１（S52）

過去最低の水質
（S45） 

【大和川※の水質】 
※ 大和川本川８地点の

平均（ＢＯＤ） 

【発生負荷量】
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【河口沖の海域水質】
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大阪湾Ｃ－３（年間75%値）

環境基準

【大和川流域】
●大和川は、流域の降水量が
少なく平常時の流量が少な
い上に、昭和30年以降、流
域内で急激に都市化が進行
し、水質が大幅に悪化。

●流域内では、昭和62年頃か
らは下水道の普及が大きく
進展し、平成17年度には下
水道普及率が約70％まで上
昇。

●下水道の普及等に伴い、大
和川に流入する負荷量は大
きく減少し、流入負荷量の減
少に伴い、大和川の中・下大和川の中・下
流域の水質は大幅流域の水質は大幅に改善に改善
（大和川本川8地点
BOD75％値は、平成20、21
年度に環境基準を達成）。

●また、大和川に比べると緩や
かであるが、河口近傍海域
の水質も改善の傾向。

②大阪湾再生についての積極的なＰＲ
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【パンフレットの作成】
●大阪湾および行動計画にかかる取り組みをア
ピールするために、パンフレットを作成。
各機関および関連イベントで配布し、広報を強化
する。

【ホームページの改良】
●これまで５年間の活動実績をアピールし、
情報にアクセスしやすくするために、
ホームページをリニューアル。

リニューアルしたホームページ

→資料１ p.38



※H20データは速報値

☆年度により大きい値を示す時期もあるが、長期的には明瞭な改善傾向はみられない。
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③アウトカム指標による評価
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【調査点図】

行動計画期間

行動計画期間

行動計画期間

行動計画期間

行動計画期間

C
類
型
海
域

B
類
型
海
域

A
類
型
海
域

C類型海域C類型海域
B類型海域B類型海域

A類型海域A類型海域

＜透明度＞
→資料１ p.18
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☆赤潮発生件数は長期的にみると昭和54年以降漸減傾向にあるが、最近5年間において
は微増となっており、漁業被害は年1～3件発生している。
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＜赤潮＞
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＜底生生物＞
☆南部のSt.1では種類数の増加傾向がみられる。
一方、他の地点の種類数や各地点の個体数は横ばいで推移している。



④アウトカム指標を用いたアピールポイント改善後の
イメージの見直し
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【概要】
●大阪湾再生の効果を体感・実感していただくための場“アピール
ポイント（全38 箇所）”の「改善後のイメージ」について、「具体的な
目標及び指標」及び「アウトカム指標」などで評価できるよう、かつ、
わかりやすいものとなるよう、見直しを実施

【例（堺北エリア・堺２区）】
（見直し前）
豊かな生態系を育む大和川河口部での干潟の再生
↓

（見直し後）
多様な生き物が棲み、快適に憩える大阪湾再生の象徴とな
る海辺

→資料１ p.39

⑤目標達成に必要な施策の方向性の抽出
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●瀬戸内海の水質シミュレーション結果（環境省）を基に、
大阪湾の水質の見通しについて整理

COD
（表・中層）

DO
（底層）

平成16年度

平成26年度

→資料１ p.40

平成16年度

平成26年度



⑥行動計画期間を見据えた取り組みの重点化等の
検討

-28-

●大阪湾再生行動計画の目標達成のためには、行動計
画に記載したそれぞれの取り組みを確実に推進するこ
とが必要

●また、行動計画に記載した施策のみでは目標達成が困
難であることもと考えられるため、市民・ＮＰＯ・企業など市民・ＮＰＯ・企業など
多様な主体が参画した取り組みをさらに拡大・発展多様な主体が参画した取り組みをさらに拡大・発展させ
ていくことも必要不可欠

【【さらに強化すべき取り組みさらに強化すべき取り組み・・案案】】
◆市民参加による流入負荷削減
・大和川などで実施されている生活排水対策
（社会実験）の他の流域への展開

◆ごみの削減等の取り組みの拡大
・不法投棄対策の徹底・PR の充実

→資料１ p.41

⑦表彰制度の導入
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◆賞の目的
大阪湾再生行動計画に関わる環境保全活動で顕著な実績を上げた個人または団体
等に対して表彰を行い、広く一般に知らしめることで、地域に根ざした活動を一層推進
する励みとしていただくとともに、大阪湾再生の取り組みの普及促進を図ることを目的と
する。

◆経緯
○平成21年3月5日第7回大阪湾再生推進会議で実施を決定
○平成21年7月20日（海の日）～10月20日募集（応募団体数：１２ 件）
○平成22年1月6日選考委員会を開催
・選考委員会メンバー：委員長（企画部長）、委員６名（学識者２名、全体G長、陸域G
長、海域G長、モニタリングG長）
・選考結果：５点を決定・・・大賞、海域部門、陸域部門、モニタリング部門、ネットワー
ク部門を各１点

○平成22年3月25日大阪湾再生推進会議で表彰式を実施
※表彰後、受賞団体による１０分程度の活動報告

○平成22年度第２回『魚庭の海』賞を実施予定

→資料１ p.41
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【市民参画による
環境再生への取り組みについて】

拡大する市民参画の取り組み

●取り組み内容
環境再生、環境学習、水辺に親しむ
企画、ごみ対策 など

●件数：３４件
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大和川 

(１４) 鴨川探検！再発見！ 

(４) 大和川生活排水対策社会実験 

(１３) 水生生物調査 
鴨川

 (１) ボランティア団体等による森林づく

【野洲川・大和川等で実施】 

(１５) 河川愛護啓発キャンペーン 

(１９)大和川【絵・ポスター・作文・
写真】コンクール 2009 

(２１) 大阪湾クリーン作戦 
(２２) リフレッシュ瀬戸内 

(３１) 淀川“わんど”クリーン大作戦 

(３２) 大和川・石川クリーン作戦 
(３３) 大和川クリーンデー 

【滋賀県で実施】 

【大阪湾一円で実施】 

【大和川流域で実施】

【猪名川で実施】 

【名張川・宇陀川で実施】

【淀川等で実施】 

(７) 大阪湾生き物一斉調査 

(２４) 桂川クリーン作戦 
(２５) 桂川・新川クリーン作戦 

【桂川・新川で実施】 

淀川 

【鴨川で実施】 

(１０) 未来に残そう青い海・図面コンクール 

(２８) 環境美化推進の日 
(２９) 園田地区わがまちクリーン運動 
(３０) 猪名川クリーン作戦 

(２３) 瀬田川クリーン作戦 

(２７) 名張川クリーン大作戦 

 

大

阪

市 

堺市 

高石市 

和泉市 

忠岡町 

 

 

泉佐野市 

熊取町 
 

泉南市 

阪南市 
岬町 

 

西宮市 芦屋市 

尼崎市 

神戸市 

岸和田市 

(２６) クリーンアップキャンペーン   

(２) オオクワガタの棲める森づくり 

(５) ヨシ原再生実験 

(１６) 南港生きもの発見隊＆育て隊 

(３４) ふるさとの川 内川・土居川美化活動 

(６) 見出川流域の水循環再生の取り組み 

(１２) 大阪湾こどもエコクルーズ 

(１１) ＪＣＧクルーズ
in ＫＯＢＥ

(９) ウミガメ・エコツーリズム 

(８) 兵庫運河 
真珠貝プロジェクト

(１８) 水辺の楽校まつり 

(３) 南港生きもの育て隊 アオサ取り 

(１７) 自然体験学習「堺の海・再発見」 

：市民参画による環境再生への取り組み 
：環境学習への取り組み 
：水辺に親しむ市民参画の企画

：市民参画によるごみ対策

：市民フォーラム

(３５) ほっといたらあかんやん！ 
大阪湾フォーラム 

(２０) 舞洲緑地（ｼｰｻｲﾄﾞﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ） 
における魚釣り社会実験

→資料１ p.42



大和川生活排水対策社会実験

●家庭からの汚れた生活排水を減
らすため、流域の多くの方が、各
家庭で出来る取り組みを実施

【場所】大和川流域（大阪府、奈良県）
【実施日】平成22年2月
【主体】大和川水環境協議会
【参加者数】流域世帯の約19％
【内容】汚れた生活排水を減らすために、

各家庭で簡単にできる取り組み
（残さない、ふき取る、流さない）
を実施
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大阪湾

【実施箇所】【実施箇所】

琵琶湖

大和川流域

昨年度の大和川生活排水対策社会実験の結果

→資料１ p.44

神戸空港でのウミガメ保護と環境学習
（ウミガメ・エコツーリズム）

●傷ついたウミガメを保護するとともに、ウミガメの健康調査に合わせ
て環境学習（ウミガメ・エコツーリズム）を実施

【実施日】平成21年7月25日(土)、9月12日(土)、12月5日(土)

【主体】神戸市、NPO法人日本ウミガメ協議会

【参加者数】延べ約200人

【内容】 神戸空港のウミガメ報告講演会、
ウミガメ健康調査
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甲羅についた海藻などを洗う

神戸空港

【実施箇所】【実施箇所】

→資料１ p.45

甲羅を洗った後、みんなでウミガメを見送る



大阪湾の水質の概況
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夏季（6月～8月）表層COD
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C類型海域

B類型海域

A類型海域

表層COD：
目標値を満足できない地点数が半減

質の改善（水質）

※1989年、1998年は、全地点で目標値を満足

底層DO：
目標値を満足できない地点数が減少

目標（散策・展望）：
5mg/L以下

目標：5mg/L以上

C-2
C-1

C-3
B-1 B-2

B-3
C-4

B-4

A-11

A-7

A-10

A-3

B-5
C-5

A-6

A-1
A-5

A-9

A-4

A-8
A-2

淡路島

兵庫県

大阪府

A類型海域 B類型海域

C類型海域環境基準点（21地点）
Ａ類型海域：11地点
Ｂ類型海域：５地点
Ｃ類型海域：５地点

人々の親水活動に適した
水質レベルを確保する

表層COD 
散策、展望：
5mg/L以下

化学的酸素
要求量
ＣＯＤ

年間を通して底生生物が
生息できる水質レベルを
確保する

底層DO
5mg/L以上
（当面は
3mg/L以上）

溶存酸素量
DO

大阪湾再生
の目標値

目標指標

大阪湾再生行動計画における目標（水質）

目標の達成状況
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